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金属加工カンパニー 
 

平成１９年上期の金属加工製品の生産予定について 
 

品   目 単 位 平成１９年上期 
生 産 予 定 

平成１８年下期 
生産実績見込 

平成１８年上期 
生 産 実 績 

伸 銅 品 ｔ／期 
（ｔ／月） 

 １９，５６０ 
 （３，２６０） 

 １９，６２０  
 （３，２７０） 

 ２１，２５２ 
 （３，５４２） 

特 殊 鋼 
製   品 

ｔ／期 
（ｔ／月） 

  １，６８０ 
   （２８０） 

  １，５００ 
   （２５０） 

  ２，５３２ 
   （４２２） 

   
 合   計 

ｔ／期 
（ｔ／月） 

 ２１，２４０ 
 （３，５４０） 

 ２１，１２０ 
 （３，５２０） 

 ２３，７８４ 
 （３，９６４） 

（参 考） 
 製品長さ計 

万ｍ／期 
（万ｍ／月） 

  ３，５４０ 
   （５９０） 

  ３，３００ 
   （５５０） 

  ３，７２０ 
   （６２０） 

 
【解説】伸銅品については、１８年年末以降、一部携帯電話等の情報通信機器、パソコン

等ＩＴ機器向けで、在庫調整の影響により若干の落ち込みが見られました。１９年上期は、

調整局面から緩やかに回復していく見通しであり、上期通期では前期同水準の販売継続を

見込んでおります。マーケットは、素材価格の上昇による省材化や最終電子部品の小型化

の動きが強まる傾向にある中、一層の薄肉化を指向しており、強度、屈曲性等を高バラン

スで兼ね備えた材料への要求が強まってきております。当社のりん青銅・チタン銅に代表

される『ハイパーシリーズ』、特殊圧延銅箔、コルソン合金は、それらの要求品質を備えて

おり、今後、更に伸長していくものと見込まれます。 
 一方、特殊鋼製品については、ブラウン管からＦＰＤへの置き換えが進む中、ブラウン

管向け素材（シャドウマスク用アンバー材、電子銃用ステンレス材）については、需要減

となるものの、開発を進めてきた高機能ステンレス材の拡販により、前期並の生産を計画

しております。 
 この結果、金属加工製品全体では、前期並の２１，２４０ｔ／期の計画となりました。 
 

以  上 
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